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自己紹介 

職歴 
 １９９１．４－１９９８．３  上越教育大学附属図書館 
   目録情報係： 受入図書の登録、遡及入力 
   情報サービス係： 閲覧業務、ILL（文献複写・相互貸借） 
 
 １９９８．４－ 岩手大学（附属）図書館 
   目録係 → 図書館資料管理グループ 
   １９９８－２００１ 受入図書の登録、遡及入力 
   ２００２－２００５ 図書の発注・受入業務 
   ２００６－２０１３ 雑誌・EJ・DBの契約業務 
   ２０１４－ 図書の受入総括、災害資料アーカイブの総括 
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１．構築までの経緯 

２０１１年３月１１日 東日本大震災発生 
２０１１年６月 震災資料コーナー仮設置 
２０１２年１月 館内にWG設立 
２０１２年３月 図書館共同キャンペーン開始 
         学内広報にて資料提供依頼 
２０１２年６月 専任担当者を雇用 
２０１２年１０月  
  自然災害関連資料コーナーを正式オープン 
２０１３年５月 
  「岩手県の自然災害と東日本大震災に関する 
   資料リポジトリ」 （http://rndd.iwate-u.ac.jp/）   
   公開 

3 

http://rndd.iwate-u.ac.jp/
http://rndd.iwate-u.ac.jp/
http://rndd.iwate-u.ac.jp/


岩手県の自然災害と東日本大震災に関する資料リポジトリ 

（http://rndd.iwate-u.ac.jp/） 
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２．リポジトリサイトの構築 

・構築経費ゼロ 
  学内、情報基盤センターの仮想サーバ 
  オープンソースを利用 
    CentOS 
    NetCommons2 & WEKO 
 
※ サイト構築以前 
    Excelでリスト作成 
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３．現在の収集状況 

・図書  2,257点 
 （内2011年4月以降受入：2,038点） 

・雑誌  115点 
 
・OPAC外資料  2,993点 

 （行政資料，各種報告書，チラシ等） 
・電子資料  268点 
    （写真データ1,000点含む） 
・非公開資料 約3,300点 

 （2015年8月5日現在） 
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４．対象資料 

東日本大震災 ＋ 岩手県の自然災害全般 

図書館 ＋ 地域防災研究センター 

※岩手県は，以前から地震，津波，火山，冷害，土砂災
害などの自然災害が多く，学内既存の「自然災害資料活
用センター」には，部局を超えて，学内の自然災害研究
者が関連資料を収蔵していた。 
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５．収集・整理体制 

・専任１名（非常勤） 
・岩手大学地域防災研究センターとも協力 
・情報源 テレビや新聞などのマスメディア， 
      学会誌，各機関のWebサイトなど 
・寄贈依頼 学内生産物は6部の提供を依頼 
       （内3部を岩手県立図書館に提供） 
・市販資料 復興推進経費により購入 
・分類 図書 一般図書と同様NDC 
     チラシや各種発表資料等 
      神戸大学震災文庫の１６分類を参考 
      にした独自分類 
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６．今後の課題など 

・電子コンテンツの少ないリポジトリ 
・効率的な情報の入手方法 
・学内構成員への周知徹底 
・効率的な資料の収集・整理方法 
・対象資料の見直し 
  特色が不鮮明？ 
・継続性（人員，予算，スペース） 
・利活用を促す取り組み、仕組み 
・NDLの「ひなぎく」との連携 
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ご清聴、ありがとうございました。 
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